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●とどろきアリーナの存続と市民プールの建設を求める請願活動がスタート

　等々力緑地を守る会は、11月 1日に、市民ミュージアムの解体工事が始まるなど、市民の声を

聞かずにすすめられようとしている『等々力緑地再整備』に抗して、緊急、二つの署名を開始する

ことを決めました。

そして、多くの団体に「11月 23日までの３週間と短い期間ですが、署名広げに力を合わせましょ

う！」とよびかけています。

2つの署名は、

請願 1.　アリーナを活用し、250億円の無駄遣いをやめて！

請願 2.　等々力の工事開始で住民の安全と自然環境を守って！

の二つです。

23日 14時に守る会の全体会を開き、署名の集約を行うとのことです。

以下に、請願１の趣旨と請願項目を紹介します。



川崎市政が、いかに、税金のムダ遣いをして、大企業に便宜をはかっているかがよくわかります。

読者の皆さん、ぜひ、ご協力をお願いします。(H)

署名用紙はこちら

＜請願の趣旨＞　　

 

今、等々力緑地では、再編事業が進み、大工事が始まろうとしています。市民ミュージアム解体後

の跡地には新しいアリーナを建設することが提案されていますが、この建設費だけで約 250億円

が予定されています。

現在のとどろきアリーナは築 30年、再整備すればまだまだ使えます。

また、川崎市に新しく京急川崎駅近くに１万 5000人収容のアリーナ建設計画が進められており、

武蔵中原駅近くにも富士通アリーナ建設計画があります。とどろき新アリーナ建設は必要ありませ

ん。

新アリーナ建設計画に含まれているプールの建設は、長年市民が求めていた願いです。

旧市民ミュージアム跡地には新たな森とともに 1年中使えるプール施設を作り、豊かな緑に囲ま

れた、市民が憩える場所として再整備してください。

これにより、事業削減とともに、子どもから大人まで憩い、楽しめる緑地となることを願っています。

＜請願項目＞

1事業費削減のため、現とどろきアリーナの継続使用を求めます。

2.新たな緑地の魅力再生のためにも、ミュージアム跡地に新しい市民フールの建設を進めてくだ

さい。

3催し物広場は、市民の交流と憩いの広場および防災対策の拠点として、今の場所で維持してく

ださ い。平置きに変更した駐車場は、交通安全の目的から、緑地北側の下水処理場に移動して

ください。

特集「2025年川崎市長選を終えて」④

◆川崎市長選挙の結果と医療分野での取り組み

https://newkawasaki.jp/2025/11/10/post-5479/


　川崎民主市政をつくる会の代表委員の原弘明医師から、川崎市長選の報告が寄せられました。

これからの『＃チェンジ川崎』の運動を考えるためにも、ぜひ共有したい内容であり、掲載させてい

ただます。（編集部）

 

＜のずえ明美候補の魅力＞

①「多摩川格差を解決」「川崎の子育て支援が遅れている」「大企業本位の市政の転換」という訴

え、のずえ候補の献身的な活動は多くの方の共感を生んだ。

②政策宣伝活動でも、福田市政に対する追及の適確さにおいても、候補者討論会での論戦の

リードにおいてものずえ候補は優れていた。

③医療分野の専門家、3人の子育て経験者、こども医療費無料化、南武線問題の市民運動など

の経験が評価されていた。

＜選挙結果について＞

30％台という投票率の低さ、各政党相乗りの福田市長が最後まで選挙論争を避け、野党共闘が

形成されず、多数の候補者のため票が分散した。

投票率を押し上げるためにはさらに何が必要だったのか？

150万市民を突き動かすためにはさらにどのような提案が必要だったのか？

　旺盛な宣伝、各種の SNS を駆使した積極的なアプローチが行われたが、いわゆる無党派層、中

間層、若者たちへの働きかけ・対話が不足していたのか？さらに多数のインフルエンサーの形成

が必要だった。

＜医療分野での取り組みは＞

川崎医療の会・神奈川民医連の中では 3回に及ぶ民医連デー行動、野末候補との懇談会、医療

生協理事会での市長選挙の訴え、職員への朝宣伝、外来患者への訴えなどが取り組まれた。

しかし、圧倒的多数の職員が参加し、4万生協組合員へ働きかける活動にはならなかった。

国の政策による全国的な医療・介護崩壊の危機の進行するなかで、自治体の果たすべき役割な

ど宣伝してきたが、民主市政をつくる会としての他の医療機関、医療団体へのアプローチが不足

していた。



＜今後への課題は＞

川崎市政の問題点と改革のための処方箋は明確になった。

全市各地での市民運動・住民運動も取り組まれている。

こうした到達点と運動の火種を絶やさず、今後の市政・県政・国政改革の運動に継承・発展させて

ゆきたい。

とくに、世代交代が求められており、次世代の活動家の育成が急務です。

原　弘明　（代表委員・医療の会）　

★ お知らせコーナー

①公共交通の安全・平和・人権を考える集会

　11/15(土)13:00～16:30

　横浜酒販会館ビル 5階ホール

　(JR関内駅北口改札口すぐ 1分）

　主催 JAL争議を支援するかながわ連絡会

　連絡先 045-212-5855

② 第 99回京浜協同劇団公演「ふかい疵」

　黒沢参吉作・柳沢芳信演出

　戦後 80年、ささやかな恋を引き裂く戦争の悲劇を、３人の新人を迎えて新演出で描きます。

　子役は、かわさき演劇まつり「チト」で主役を演じた鈴木凱人君。　

　11/22(土)より、9ステージ

　スペース京浜；幸区古市場 2-109

　入場料

　一般・3000円

　学生以下・障がい者：1500円

　当日：各 500円増

　申込：keihinkyoudougekidan@nifty.com

　または、コリッチ舞台芸術！

　https://stage.corich.jp/stage/398570

https://stage.corich.jp/stage/398570
mailto:keihinkyoudougekidan@nifty.com


　詳しくはこちら

　https://www.keihinkyodougekidan.com/

　問い合わせ；080-3552-0584(柳沢）

③「情報公開制度を前進させる」裁判の判決言渡し

　11/26（水）

　横浜地裁（関内） 502号法廷

　13:15　開廷（10分前までに 1階ロビーにお集まりください）

④ 第 4回 市議会開会日・市民要求実 現アクション

　 11/26（水）12時～13時

　川崎市役所前広場にて

　市民トークリレーを希望される方は、事前連絡をお願いします。

　申し込み先は、市古(090-7830-8030）まで

⑤ 第 34回 子どもの未来をひらく川崎集会

　 11/30（日）10:00～16:00

　川崎立高津小学校

　午前 子どもたちの演技発表と講演（講師は、児美川考一郎さん）

　午後 11の多彩な分科会

　参加費 600円（高校生まで無料）

　連絡先 船津了（TEL/FAX：044-434-4290）

　詳しくはこちら

 

★編集後記

＜ニューヨーク市民に先を越されたけれど！＞

11月 4日、米国最大の都市ニューヨーク（人口 847万人）の市長選で、民主党進歩派で民主的

社会主義者のゾーラン・マムダニ州下院議員（３４歳）が当選しました。

選挙戦でマムダニ氏は、高騰する家賃の凍結、市営バスの無料化、保育の無償化、最低賃金の

引き上げなどを公約。財源として利益を上げている大企業やごく一部の富裕層への課税を強化

すると訴えました。

https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5464/?instance_id=406
https://www.keihinkyodougekidan.com/


そして、勝利をした後に、ゾーラン氏を支えた支持者にこう呼びかけたと報道されています。

「草の根の運動の目的は、ただ単に選挙に勝つことではなく、市を変革することだ。だから、運動

を継続しなければならない。」

一方、10月 26日の川崎市長選で大奮闘しながら敗れた、のずえ明美氏は、「川崎市長選挙を終

えて」のメッセージの最後をこう締めくくっています。

「市民の声を聞き、市民生活に寄りそう川崎市政の実現を目指し、これからも一市民として粘り強く

活動をしていきます。川崎の未来を切り開く覚悟はできています。市民の声まっすぐ未来へ！」

今回は残念ながら、わたしたちは、選挙戦で勝つことはできませんでした。しかし、私たちの目標

は、ゾーラン氏が呼びかけたように「草の根の運動の目的は、ただ単に選挙に勝つことではなく、

市を変革することだ。だから、運動を継続しなければならない。」のです。

11月 26日から、12月川崎市議会が始まります。

福田市長 4期目の長期政権のスタートです。

そして、川崎市民がつくる「いのちと暮らしを守る川崎市民連絡会」は、市議会開会日の昼休み、

12時から「2025年第 4回市民要求実現アクション」を行います。

秋から冬に向かって、市内各地の草の根の要求運動が新たな取り組みを開始しています。

各地からのリレートークをが楽しみです。

どなたでも参加できるので、ぜひ、おいでください。

今秋、私たちは、ニューヨーク市民に先を越されましたが、彼らの選択におおいに励まされました。

つぎは、のずえさんもよびかけている、川崎の未来を切り開く草の根運動を粘り強く続け、＃チェ

ンジ川崎を実現し、他都市の市民を励ます番になりましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（H）

 

☆☆チェンジかわさき！☆☆

川崎民主市政をつくる会

〒211-0011中原区下沼部 1880

お問い合わせ

mailmag@newkawasaki.jp

公式ホームページ

https://newkawasaki.jp

☆☆チェンジかわさき！☆☆

https://newkawasaki.jp/
mailto:mailmag@newkawasaki.jp

